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素顔 グル ーブがアット･ホーム (家庭約)な

雰囲気で､すてきなボランティア ･デイを過

しました｡ここに紹介 します｡

ボランティア ･デイに季加

奈須 蜂美

国連が 12月 5日をボランティア ･デイに

決め､PN7時に世界の各地で一斉に光 りをと

もすことになりました｡ ｢光 りを照らすこと

によって､世の中の暗い部分が少しでも明る

くなるように｣という廉いをこめてのセレモ

ニーです｡岩原さんから､病院ボランティア

の人達がこのセレモニーに参加してほしいと

の連絡を受けました｡どのように実技したら

良いかいろいろ考え､身近な病院ボランティ

アに声を掛け､皆の交通の便利な､私の妹の

ランティア柴田さん､慶応病院のボランティ

ア宍戸さん､ベーチェット病友の会会長赤坂

さん､私ども､日本赤十字社医療センターボ

ランティアの長堀､大塚さんと私のメンバー

です｡昨年 12月 5E]PN7時､家の中で皆で

上記の騎いをこめて､色とりどりのローソク

を一斉にともしました｡ (白黒の印刷のこの

ニュース ･レターでは色や光 りの様子が分か

らないのが､とても残念です｡)本来なら､

広場や道で光 りを照らし､道行く人達にこの

セレモニーの主旨を書いたパンフレットなど

を配布して､一緒に参加 してもらえれば､望

ましいのでしょうが､残念ながら日本ではま

だまだそのような習慣がありません｡広場や

道で光 りを照らしたら､変人扱いされ､いか

がわしい宗教団体などと間違えらえてしまう

で しょう｡ 日本

では､ボランティア活動に参加する人も理解

し､協力する人も極 く僅かです｡今後､僅か

ずつでもボランティアが増え､ボランティア

活動が盛んになって行 くことを願っています

が､このためにも､現在活動を実践している

ボランティアの人たちが､常に努力し実績を

上げ､信頼されることが一番大切なことと思

います｡

家に 6人のボランティアが集まることになりJJ
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≪ 土色 域 ･代 表 カゝ ら の お 便 り ≫

ヨヒカゝ ら...

ヒューマンネッ トワーク
いのち洋け､北の大地に

北海道まちづ くリボランティア会議
北海道常 呂町 辻 孝宗

四季の彩 り鮮やかな､大自然に恵まれた北
海道 .いま､この北の大地には､なによりも
まず､そこに住むすべての人々の ｢いのちや
暮らし｣を人間としてより豊かに守 り育むこ
とを大切にする､様々な考え方があ り揺動が
展開されています .

この状況の中で､毎 日の生緒の中にしっか
りと視座を据え､人 として共に生きることを
求め福祉畳なまちづ くりを目指す､多 くの仲 

- - 間の存在があ ります .そして､その揺動は自
主的であり､個性的であ りかつ多様性をもっ
ています .

しか し､その求め 目指すところは､そこに
生活するすべての人々のいのちを､人間とし
てより豊かに輝かせることであり､たくまし
く､ しなやかで､心豊かな人と人とのネッ ト
ワークで､生き生きとした地域社会を創 りあ
げることではないで しょうか .

私たちは､そんな想いと行動をもつ多くの
人々が､出会い､ふれあい､行動する広場 と
して､今､ヒューマンネッ トワークいのち輝
け北の大地にを合言葉に ｢ボランティア変ラ
ン ド北海道 ' 90｣を昨年 8月 3 1日から 9
月 5日の日程で､旭川市において開催数 しま
した .
私たち北海道まちづくりボランティア会誌 

(藤井英樹代表世話人 )は､この中核部隊と
して多 くの人たちと共にいい汗をさわやかに 

/- 流すこてができました .
同会議は､ 22年間にわた り北海道の福祉

風土づくりに先駆的な役割を果た した ｢北海
道青年ボランティア連盟｣が､平成元年春､
より広く力襲いネッ トワークづくりをめざし
て発展的に解散 して誕生 しました｡

ボランティア愛ランドには､ 18の分科会
に､ 800余名が参加､同会誌のメンバーで

もあるポール牧さんは第 5分科会 ｢笑わせ者
たちの伝説 (限りない人間愛を､人生は舞台
あなたが主役 )｣の主催者として参加､ふる
さと北海道の大応援団長として､仲間のひ と
りとして､多くの参加者とともに素晴 らしい
出会いと感動の輪 を広めてくださいました .

今年の開催地は､淫とロマンの街 ･釧路市
です｡

私たちの足取 りはゆっくりですが､この愛
してやまない北の大地 ｢北海道｣に､力強い
いのちのうね りをゆった りと起 こしていきた
いと考えています｡

いま､北海道は､心のニューフロンティア
の時代を迎えています｡ 

IAV E日本支部の活動を通 じて､もっと
もっとたくさんの人たちと出会いたいと想い
ます｡共に頑張 りましょう｡よろしくお願 い
致 します｡ Ⅲ

酉カゝ ら...
 

IAVEと NHVA

日本病院ボランティア協 会

会長 岡本田鶴子 

1970年､ LIVE第一回大会 (ロスアンゼ


ルス)に NHVA (日本病 院ボラ ンテ ィア協


会)初代会長の広瀬美佐子氏や慶応病 院の平


松婦長等が参加された時か ら IAVEと NH
 
VAとの関係が始 まった｡広瀬会長 (初代 )


は､恐 らくこれが契機 となって､既成 の病 院


ボランティアのグループや連絡会等 を統合 し


て､更に新 しいボランテ ィアをも発掘 し､国


際的に通用する組織を作 りたいとの大 きな夢


を措かれたであろうことは､推測す るに若 く


ない｡その後､先生は精力的に各地 に働 きか


けられ､関西のみならず関東 ･中部 ･北陸等


にも病院 Vが誕生 し､1974年正式に 日本病 院


ボランティア協会 (略称 NHVA)が莞足 し


た｡1964年頃から独 自に活動 していた私達 の


グループ (聖 ヨゼフ整肢園)も1975年 に加盟


した｡その頃会長は皆に1976年の第 4回 LI
 

VEサンフランシスコ大会への参加 を勧め ら


れた｡ (次貢 に続 く『 )
 

--I---- -----●--------- ----■ -

北 の地域代表 ･辻さんの括岸の場は､北海道 一

網走の酉 に位置する常呂町｡町を変する人 々が

｢ところ ｣で出会い語 りあうなかで､明 日の町

づ くりを と松 えています !悩みの程 は異常暖冬｡

サ ロマ湖がいまだ全面結氷せず､この ままだ と

流 氷が糊内 に先入 し､越冬中のホタテに大被害 

(子想 約 220億円)を及ぼす との こと｡太業

が水産担 当の辻さんは､ レーダーとに らめ っこ

の毎 日｡ ■早 くサロマ湖が結氷 しますように●

そ して ●流氷の到来が遅れます ように■



中村

柴田

集めてくるということ｡

一労力銀行の水島の代理で出席しています｡個人的な意見ですが､反対する理由はない｡

方向づけができれば､労力銀行としても協力していくことになると思います｡

一話を聞いていると､日未開催の時期がきていると思われる｡YVCA資金集めを経鼓したが

とても大変なことだった｡何かお役にたつことがありましたら､お手伝いします｡

議長 一皆様より括発なご意見を有り難うございました｡それではこの辺で､1994年 LIVE IAVE

世界会議の日未開催について採決させていただきます｡

賛成のかた挙手お願いします｡

出席者全員 18名 ならびに 委任状 3名 合計 2 1名の賛成を確認しました｡

この結果に関して､IAVE理事会に報告していただくことにします｡

有り難うございました｡

次に第 1回捻会にて事務局一任事項となっていました､第 2議案の IAVE日太地域代表に

関し､添付資料のとおり決めさせていただきました｡拍手をもって賛同願います｡

北 日大地域代表

西 日太地域代表

･･･

･･･

辻 孝宗

大阪ボランティア協会

日太病昆ボランティア協会 (代表 岡太田梅子 ) 

/ 書記 : 青戸 明子

女性グループの ｢草の根活動｣を支援する

エイボ ン グル ープ･サポー ト応募鮒 中 IAVEシンガポール会議
｢エイボン女性文化センター｣では､女性の活 申 込 縮 切 迫 .る ! 

躍の棲会と場を提供する趣旨で様々な活動を展開

していますが､現在､有意義な女性グループの活 1月末 日現在 ､参加 申込書 は 12名 ｡

動を助成 ･奨励する ｢エイボン グループ ･サポ まだ申込をされていない方は､大至急 

ー ト｣の1991年度の申請を募集しています｡この lAVE日太 ･松太事務局長まで申込用紙

助成は､書頬審査によって枚数のグループに捻額 を提出願います｡諸準備の蔀台上､最

200万円が贈られます｡ 紫縮切を 2月 15日とさせていただき

応募賀格 :活動分野は問わないが､女性あるい ます｡なお､今回も第 -航空サービス

は女性を中心としたグループで最低 2年以上の実 が旅行代理店となる予定です｡他の方

績があり､非営利団体で政治色のないこと｡ 法で参加される場合は ,申込時にその
応募方法 :所定の申請書をハガキで請求し記入 旨連絡下さい｡

後､賀料を添えて申し込む｡

請求先 :〒190東京都立川市曙町1-13-12やぶ

砂ビル グループ･エス･アール内 ｢エイボン グル

ープ･サポー ト｣係

締切 :1991年 3月 1日 (金 )消印有効

発表 :1991年 4月下旬予定 Ⅶ 
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LIVE会議について 

(1)LIVE会議の沿革 

(2)LIVE会議の枠組み (人数､期日､･･--･･) 

(3)企画決定のプロセス等

豊里｢IAVEについて･過去 LIVE会誌開催地･テーマ･開催母乱l
しシドニー､ワシントン会議の成果(特に榊催地にとってのメリッ ト) 

(4)日本開催の意義､および課題 

① LIVE会議は､民間の幅広い精勤分野のボランティアリーダーや､ボランティア

禎関が団を越えて世界中から集まる唯一の場である｡

②過去の LIVE会議においては.参加者が世界のボランティア汚動に放れることで､

各々の精勤をより広め､深めてきたが､これを日本で開催することにより.大勢の

日本のボランティアが日本にいながらにしてその格会をえることができる｡

③日本各地で草の根的に精勤しているボランティア精勤を海外に紹介することができ

る.

⑥日本におけるボランティアに対する社会的認知度を高めることに箕する｡ 

(9国際化が叫ばれる現在､人びとの自主性に成 り立つボランティアの世界会議を開く

ことは､現在叫ばれている日本の国際化に大きく貢献することになる｡ 

(5)会場･･･-できるだけ､会議場と宿泊が同じ場所が望ましい｡

･国立オリンピック記念青少年総合センター--場所､経費面からいっても

一番よいが.改築中につき､困穀が予想される｡

･国立婦人教育会銀 (埼玉県､嵐山)--隔離される感あ り

･都内ホテル --経費的にどうか

･大阪国際交流センタ一	･･･-新空港の開港が遅れ､間にあわない? (現空港

は､乗 り入れ便が少ない)

･国際的事業を希望する自治体とのタイアップ (コンベンションホールなど

をもっているところもある)･･････国内移動､精勤視察などに葬か. 

-いずれにしても今からであれは検討可能 

(6)予算

名古屋会議で､約 2,000万円-極めて概算で､約 4, 000- 5, 000万円位か｡


メンバーがその負担に責任を持つ必要｡
 

(7)組織


組織づくり.事務局の開設 (最低でも1年前から)
 

(8)LIVE94日本開催の是非

引き受けざるを得ないのではないか｡ しさ:.
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